
山梨大学 食品残渣を再資源化し、
新たな製品へと再生する

地域循環型食料生産システムの構築
【食品・微生物】

片岡 良太（山梨大学 生命環境学部）

【今後の展開 商品イメージ応用できる分野】

地域に根差した小さな循環型食料生産システムを目指しています！

将来、子供や孫、その先の世代が安定的に食料
を確保できるのだろうか？

日本の食料供給は大丈夫か？

②廃菌床を堆肥化せず農地へ還元する技術の開発
目標：迅速な無機化と化学肥料と同等の収量

資材選定 規模拡大
飼料作物栽培栽培試験

達成状況 ◎ △◎
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消費者が「循環」をイメージしやすくなり、
エシカル消費の拡大に繋がり、「最適生産・
最適消費・最小廃棄」を目指す持続可能な地
域循環型社会の普及に貢献する。

農林水産・食品分野への貢献

資源循環型食料生産システム（有機性廃棄物の
資源再生システム）から閉鎖生態系生命維持シ
ステムへの展開

大量の有機性廃棄物を排出


